
若宮校区まちづくり集会 開催結果報告書 

開催日時   平成２２年７月２７日（火）１９：００～２１：００    

場  所   若宮公民館 

参加者数   男 ３５人    女 １９人    合計 ５４人 

 

 
 

１． 新居浜市連合自治会設定共通課題 

 
課題名１．（ 「地域福祉について」 独居高齢者男性の増加対策―１ ） 

 ＜質問＞ 

 ６０歳以上で、困った時に頼れる人がいない人や、近所付き合いのない人が増加してい

ます。このような事により、高齢者の孤独死、犯罪、悪徳商法の被害などの問題が、今後

深刻になっていくことが予想されます。 

 これらの問題に対して、地域社会で住民同士がお互いに支えあっていく体制づくりが必

要となりますので、市全体で取り組めるよう行政として体制を作っていただきたい。 

 

 ＜回答 市長＞ 

高齢者が増加していく中において、高齢者を孤立させないための支援が一層大切となっ

ています。この支援策として、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を続けていくため

には、地域での見守りが大変重要と考えていますので、地域ケアネットワーク推進協議会

を各小学校校区単位で開催しているところですが、地域社会で住民同士が支えあっていく

体制づくりに向け、さらに自治会や社協支部などと協議してまいります。 

 

課題名２．（ 「地域福祉について」 独居高齢者男性の増加対策―２ ） 



 ＜質問＞ 

独居高齢者男性の増加により、引きこもり者の増加が予想されています。健康で生きが

いのある人生を送るために、どのようにして交流して貰うかが大変難しい問題です。その

ために、一人でも多くの人が参加できるよう、交流を図る施設（グラウンド）を公民館周

辺に作ってもらいたい。 

 

＜回答・市長＞ 

 高齢者に健康で生きがいのある生活を送っていただくために、老人広場を市内６７カ所

に設定しています。若宮校区につきましては、住友化学健保グラウンドを老人広場と認定

しており、公民館を窓口とした学校開放事業も実施されております。 

 要望の場所は、若宮小学校のグラウンドの一部となっており、学校教育の目的に供する

土地であるため、児童の教育目的以外への転用につきましては困難です。また、現地は、

子どもたちが教育の一環としての学校菜園として使用している場所でもあります。 

 この件については、教育委員会と相談していきたいと思います。 

 

２．校区設定市政課題 

 
課題名（ 安心して暮らせるまちづくりについて ） 

＜質問＞ 

 住民が安心して暮らせる地域とするためには、地域の自主防災組織の活動が非常に大切

となっています。活動に際しての資機材等の予算確保のため、活動に際しての支援を頂き

たい。 

 

＜回答 市長＞ 

若宮校区連合自主防災組織に対しましては、平成１７年度に新居浜市自主防災組織育成

支援事業、平成２１年度には地域防災スクールモデル事業等において、防災資機材を整備

してまいりました。新居浜市内では一番充実していますので、ご理解をいただきたいと思

います。 

 今後も、自治会の既存備蓄品を活用した訓練、パンフレット等を用いた啓発などへの協

力、支援を行ってまいります。 

 

３． 地域課題 

 
課題名（ 県道病院前地下道周辺の環境美化について ） 



＜質問＞ 

平成１１年に完成した県道病院前地下道は、婦人会によるボランティア活動に支えられ

てきましたが、現在維持が出来なくなり活動が中止されています。 

 そのため、雑草が生い茂りゴミが投棄されるなど、外部から訪れた人にも大変恥ずかし

い状況になっているため、施設管理側で委託契約を結び、周辺の施設も合わせて環境を良

くしていただきたい。 

 ＜回答 市長＞ 

愛媛県からは、次のような回答をいただきました。 

 「現状の施設管理は、安全に道路利用ができるよう巡視及び維持作業を行っており、異

常時には点検を実施しておりますが、ゴミについてはご要望に十分お答えできていないの

が現状です。 

 平成１３年より「えひめ愛ロード運動」を展開し、各住民自体が自主的な活動に参加し

ていただくよう呼びかけています。こういった活動が、地域コミュニティーの形成にもつ

なげていけるものと考えておりますので、ご理解いただきますようお願いします。 

 以上の回答ですが、自治会としては対応が難しいということを改めて県に伝えます。 

 （市道路課から東予地方局道路課に対し、「自治会としては高齢化もあって以前のような

対応は無理である。」と申し入れ済です。） 

 

課題名（ 地域環境改善「若宮小学校グラウンド照明灯の増強について」 ） 

＜質問＞ 

若宮小学校のグラウンドの照明は、１塔に６灯しかなく暗くて危険なので、２灯ずつ増

設していただきたい。 

 ＜回答＞ 

 今年度まで、学校グラウンド照明の改善については手付かずの状況でしたが、第５次長

期総合計画の学校開放照明設備整備事業に組み込んで、市内全体の中で優先順位を決めて、

整備をしていく予定です。 

 

４． その他 

課題名（ 県廃棄物処理センター低濃度ＰＣＢ焼却問題について ） 

＜質問＞ 

新田町の住民としては、ＰＣＢ焼却の問題について新聞報道以外に情報を得ることがあ

りませんので、情報公開していただきたい。 

＜回答 市長＞ 

この件に関しては、県廃棄物処理センター、磯浦連合自治会及び新居浜市の間で、覚書

を締結しています。市民全体に対しては、昨年１０月に低濃度ＰＣＢ処理計画説明会を開



き、公にご意見をお聴きしたところであり、今後もご質問に対するお答えや、経過等の説

明もあろうかと思います。 

＜質問＞ 

 ＰＣＢ焼却の情報については、県のホームページだけではなく、市のほうでもホームペ

ージ以外の手段を含めて広く公開してほしい。 

＜回答・環境施設課＞ 

 県廃棄物処理センターでは、今年７月２８日から低濃度ＰＣＢ焼却の本格稼働に入った

ところであり、その情報については県廃棄物処理センターのホームページに記載されてい

るため、今回、新居浜市ホームページのリンク集へ掲載することにより、アクセスし易く

しました。 

 今後、新たな処理計画や事業の拡大があった場合等、必要に応じて別途情報提供の方法

を検討したいと思いますが、当面は、当ホームページをご利用いただくとともに市環境施

設課へお問い合わせいただければ可能な限り情報提供させていただきたいと思います。 

 

課題名（ 磯浦雨水幹線について ） 

＜質問＞ 

 磯浦雨水幹線の水を、土ケ谷川と合流させて排水すると、排水がおかしくなり、今以上

に溢れる危険がありますので、大雨時に問題の起こらない様にしてください。 

 

＜回答・下水道建設課＞ 

 昨年の時点では、磯浦雨水幹線と土ケ谷川と合流させて排水する方法を検討していまし

たが、合流させずに新たに吐口を設けて整備する方が現実的であるため、実際に施工する

際には新たに吐口を設けて整備するという形になると思います。 

 現実的には、県道占用の許可を受けることや、吐き口の設置には地権者の許可が必要と

なりますので、しばらく時間がかかりますがご協力をお願いします。 

 

課題名（ 県道植樹の毛虫対策について ） 

＜質問＞ 

 昨年も課題提案したが、今年の県道壬生川新居浜野田線の街路樹管理（毛虫・剪定）は

どうなっているか。 

 

＜回答・市長＞ 

今年も昨年同様に実施してもらえると思いますが、具体的な時期については、確認のう

え後日回答します。 

 

※ 東予地方局道路課からの回答 



 （毛虫対策）６月に一度消毒液の散布を行ったが、最近増えてきているとの情報もあり、 

状況を見ながら対応してまいります。 

 （剪定）低木の剪定は、市境（磯浦町）から前田町までの間を業者発注し、順次実施し 

ております。ただし、維持管理費が少ないことから、前年度の冬時期に剪定した箇所 

は除いております。高木については、現在剪定業務の発注はしておりませんが、枝が 

道路にはみ出すなどの状況を確認しながら対応します。 

 


